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第２次北蒲みなみ米ステップアップ運動 
 

目  的 

 新潟米は気象の温暖化等よる、出穂期の早まりから高温登熟や、近年のカメムシ被害等により品質の低下を招いています。特に平成１１年度は、過去１０年間で

最悪の品質になったところであり、平成１２年産は、懸命な努力により、品質の大幅な改善がはかられたものの、景気低迷による消費者の低価格嗜好等の浸透によ

り、新潟米に対する需要の回復には致っておらず、「北蒲みなみ米」が将来とも消費者ニーズに合い、信頼され、売れる米であり続けるには、品質食味を重視し、

基本技術を励行した栽培により高品質米の安定生産を目指す必要があります。 

 また、今後は販売動向を加味した水稲作付面積生産数量の配分へと移行し、ますます売れる米づくりが求められ、その対応が急務となっています。 

 このような背景のなか、各集落における良質米の安定生産と品質・食味の高位平準化を目指し平成１３年度から「北蒲みなみ米ステップアップ運動」に取り組ん

できたところであり、引き続き平成１６年度より「第２次北蒲みなみ米ステップアップ運動」に取り組み、北蒲みなみ米の高位平準化を目指します。 

 
 

安全安心な米の生産 

生産工程の管理、記帳 

（トレーサビリティー） 
 農薬の適切な使用 

カドミウム対策に応じた

    水管理の実践 

 



カドミウム対策 

 

 

現在、国際的な食品規格を制定する国際機関であるコーデックス委員会において、食品のカド

ミウム基準値が検討されています。特に、米については現在の国内基準に比べ大変厳しい基準値

が検討されています。一方、消費者においては、安全・安心指向の高まりから、カドミウム含有

問題に対する関心が高くなっています。 

消費者に支持される安全・安心で高品質な売れる米づくりが強く求められているなか、生産者

の全面的な理解と協力によるカドミウム吸収抑制対策の徹底が、消費者の信頼維持及び農家経営

の安定にとって重要な課題となっています。 

 

 

１．水稲のカドミウム吸収 

  カドミウムは土壌の酸化、還元状態によって水稲への吸収が異なります。 

  土壌は、生育前半は湛水により還元状態ではあるが、中干し以降、乾燥して酸化状態となる 

 ことにより、カドミウムは稲に吸収されやすい性質の硫酸がカドミウムとなります。 

 

 

 

２．米におけるカドミウム濃度の基準値 

  ＜１．０ｐｐｍ以上のもの＞ 

・ 食品として流通させることができず、政府買入の対象にならないため、基準値を超える玄米 

 は食用以外の用途での処理や焼却処分されます。 

 

  ＜０．４ｐｐｍ以上のもの＞ 

・ 食品衛生法では、１．０ｐｐｍ未満であれば、食品としての販売は制限されていないものの、 

 ０．４ｐｐｍ以上１．０ｐｐｍ未満のものは消費者感情等を考慮して、食用以外の用途に売り 

 渡しされることになります。 

 

 

 

  ＜カドミウム国際基準値の検討＞ 

・ 国際的な食品規格などの作成を行うコーデックス委員会（日本も加盟）において、米の  

 基準値を０．２ｐｐｍに見直すことが検討されています。 

 

 

３．カドミウムの吸収抑制(県における平成１５年度調査結果) 

  ＜カドミウム吸収抑制は水管理が最も重要です。＞ 

  ・ ようりん等の吸収抑制資材を使用しても、出穂前後各２５日、計５０日間湛水管理を行 

    わないと、例え雨天が続いたとしても、米のカドミウム濃度は高くなり、吸収抑制の効 

    果は現れません。 

 

 

（調査結果） 

     同じ地区内でようりん、ケイカル４００ｋｇ／１０ａを施用した場合 

水  管  理 玄米カドミウム濃度 

出穂前後各２５日間、湛水状態を維持 ０．０２ｐｐｍ 

雨天が続いたとして、落水状態のまま ０．３２ｐｐｍ 

 

     ・ 土壌中のカドミウム濃度が低くても、出穂前後の２５日間に湛水管理をしないと 

      米のカドミウム濃度は高くなることから、どこのほ場においても高濃度になる危険 

      性があります。 

 

     ・ 土壌中のカドミウム濃度が高くても、出穂前後各２５日間に湛水管理をすれば米 

      のカドミウム濃度を０．０２ｐｐｍ未満に抑えることができます。 

 

 

（調査結果） 

土壌中カドミウム濃度 出穂前後各２５日間の水管理 玄米カドミウム濃度 

０．３０ｐｐｍ ほとんど落水状態 ０．３０ｐｐｍ 

０．４２ｐｐｍ 湛水状態を維持 ０．０３ｐｐｍ 

 

 

 

 

～ 安全・安心な北蒲みなみ米づくりに取り組みましょう！！ ～ 

 



北蒲みなみ米栽培指針～粘質土壌（湿田）～ 
【土壌の特徴】 
粘質系の湿田では、地力が高く生育過剰になりやすいため、倒伏に注意した施肥管理が重要です。 
 乾田にくらべ田がワキやすく根腐れしやすいため、適正な水管理を実施し根の健全化を保つことが重

要です。 
 
【土づくり】 
異常気象時において、品質・収量の安定している地域や圃場は地力の高いところであることがわかっ

ています。地力増進の基本はリン酸・ケイ酸・有機物の積極的な施用です。 
① 稲わらの秋施用は、堆肥施用と同等の「土づくり」の効果が期待できます。（可能な圃場では秋

すき込み）稲わらは焼かずにすき込みましょう。 
② 「ソイル元気」はリン酸・ケイ酸・苦土・加里を一度に施用できる土づくり肥料です。「ソイル

元気」の施用により変動気象に負けない土づくりをしましょう。 
 
【種子更新】 
 食の安全・安心を求める消費者意識の高まりや、ＪＡ米の生産に向けては、生産地の明らかな採種圃

産の使用が不可欠となっていることから、１００％種子更新をしましょう。 
 
【適期播種・移植】 
高温登熟による品質低下を回避するため、適期播種・適期移植の実施に努めましょう。 
・ 播種期：4月 20日以降（乾もみ１５０ｇの薄まき） 
・ 移植期：5月 10日以降 
・ 規格苗：稚苗２．０葉 
 
【適正な生育量の確保（過剰生育の防止）】 
 ① 疎植、少植込みで過繁茂の防止と茎質向上に努めましょう。 
・ 基本５０株／坪植え 
・ １株植付本数３～４本を徹底 
② 中干し・溝切りで確実な生育調節を実施しましょう。 
・ 中干し・溝切りはやや早めに、平均１株茎数１８～１９本を確保した時点で実施しましょう。 
・ 中干しは強く行わない。強度の中干しは土壌の酸化状態を強め、カドミウムの吸収を促進するので、

土が湿っていて足跡がつく程度にしましょう。 
・ 中干しの日数は７～１０日程度にとどめ、遅くとも６月末までに中干しを終了しましょう。 
 
【安全・安心な米の生産】 
① カドミウム対策に応じた水管理の実践 
・ 中干しは土が湿っていて足跡がつく程度にしましょう。強い中干しは土壌の酸化状態を強め、カド

ミウムの吸収を促進するので、強く行わない。 
・ 出穂前３週間から出穂後３週間までは、常に水が張られ田面が露出しない状態を保つ。湛水管理に

しましょう。 
 
② 農薬の適切な使用 
・ 「農薬のラベル」に記載された適用作物・使用量・濃度・使用時期・使用総回数と使用方法を必ず

確認の上、使用しましょう。「農薬使用者」の責任を理解し、「農薬使用基準」の遵守に努めてくだ

さい。 
 
③ 生産工程の管理、記帳（トレーサビリティー） 
・ 栽培管理記録簿は農産物の身分証明書です。実施した作業、使用した肥料・農薬・資材を漏れなく

記帳することが基本となります。 
 
 

【病害虫防除の徹底】 
・ いもち病が発生しやすい圃場では、予防的な薬剤散布を実施しましょう。 
・ カメムシ対策のため、一斉草刈、薬剤防除（共同防除＋個人防除）を徹底しましょう。 
 
【しっかり調整で全量1等米】 

米選機の流量が多すぎると選別制度が低くなり未熟粒の混入が多くなります。米選機の流量設計値を確

認し、設計値よりやや少なめの流量で選別してください。（ふるい目は１．85㎜） 
 
 

「北蒲みなみ米」生育目標 

 コシヒカリ 
収     量 ５３０㎏ 
玄米タンパク含有率 ６．０％以下 
整 粒 歩 合 ８５％以上 
穂     数 ３８０本／㎡ 
一 穂 粒 数 ７４粒 
登 熟 歩 合 ８４％ 
千  粒  重 ２２．５ｇ 

 
 

粘質土壌（湿田）地帯の施肥設計の目安 （例） 
 

コシヒカリ 

肥 料 名 
施肥量 

（㎏） 
Ｎ Ｐ Ｋ 摘 要 

元

肥

ソイル元気２号 

みなみエース配合 

４０ 

３０～３５ 

 

２．４～２．８ 

４．４ 

４．５～５．３ 

５．０ 

４．５～５．３ 

全層施肥 

全層施肥 

追

肥
マルチサポート ２０ 苦土１５％ ケイサン１２％ 出穂前４０日 

穂

肥

みなみエース穂肥 

みなみエース穂肥 

１０～１５ 

７～１０ 

１．０～１．５ 

０．７～１．０ 

０．５～０．８ 

０．４～０．５ 

１．０～１．５ 

０．７～１．０ 

出穂前１８日 

出穂前１０日 

合   計  ４．１～５．３ ９．８～１１．０ １１．２～１２．８  

 

 

側条施肥の場合の元肥量の目安 

品種 肥料名 施肥量 Ｎ Ｐ Ｋ 

コシヒカリ みなみエース側条 ２０～２３ ２．４～２．８ ３．６～４．１ ３．２～３．７ 

 



「コシヒカリ」栽培ごよみ ～ 粘質土壌（湿田）～ 

期
待
さ
れ
る
生
育
ス
テ
ー
ジ 

栽植密度：１５株／㎡（５０株セット） 
植込本数：３～４本／株 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ( )内は一株本数 
 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月  

葉  色 
（SPAD値）

３０ 

３２．８

３６ 
３８ ３８ 

３６ 
３８ 

３８０ 
(２５) 

４１０ 
(２７) 

５２０ 
(３４) ４６０ 

(３０) 
５００ 
(３３) 

( ) 
１２０ 
８

(２２) 
３４０ 

３８０（穂数） 
(２５) 

４０ ４６ 
５５ ６５ ７５ 

８７（桿長） 

４９０ 
(３２) 

（４） 
６０ 

２５ ３０ 
１２ 

収量（kg／１０a） ５３０ 

株 数 （ 株 ／ ㎡ ） １５ 

穂 数 （ 本 ／ ㎡ ） ３８０ 

一 穂 籾 数 （ 粒 ） ７４ 

総 籾 数 （ 千 粒 ） ２８ 

登 熟 歩 合 （ ％ ） ８４ 

目 
 

標 
 

収 
 

量 
 

構 
 

成 
 

要 
 

素 

千 粒 量 （ ｇ ） ２２．５ 

桿 長 ８７ 
上位３葉 

身  長 
１００ 

３節間長 １６ 止葉身長 ２４ 

４節間長 １０ ２葉身長 ３６ 

生

育

の

め

や

す 

５節間長 ４ ３葉身長 ４０ 

 

コシヒカリの品質目標 

項   目 目 標 値 

タンパク質含有率 
６．０％ 

（水分１５％） 

整 粒 歩 合 ８５％以上 

１ 等 米 比 率 １００％ 

草  丈 
（㎝） 

茎  数 
（本／㎡） 

                                   
日   15  20  25  30   5   10  15  20  25  30  5   10  15  20  25  30   5  10  15  20  25  30   5  10  15  20  25  30   5  10  15  20  25  30 

出穂前後日数                          (－58)  (－46)      (－24)(－21) (－11)  (0)   (+10) （+20）  (+31)  (+41) 

生育時期 
区  分 

  

成
熟
期 

              

出
穂
期 

       

幼
穂
形
成
期 

     

最
高
分
げ
つ
期 

  
 
 

決
定
期 

有
効
分
げ
つ 

     

分
げ
つ
開
始
期 

 

田
植 

      

播
種 

  

主桿葉数 
節間伸長 

             ②  ③  ④  ⑤ ⑥  ⑦  ⑧    ⑨     ⑩      ⑪       ⑫    ⑬ 
 
 
 

水 

管 

理 

                浅 水管理              中 干 し              湛 水 管 理       落水 
             ・時々水の更新を行う    ・６月５日開始          ・田面がぬれている状態 
                          ・溝切り８条に１本 
                          ・軽い中干 
               

管 

理 

の 

ポ 

イ 

ン 

ト 

 

Ｎ４ 
Ｎ１ Ｎ２ Ｎ３ 

Ｎ５ 

畦
畔
の
漏
水
防
止 

田
面
の
均
平 

水
管
理 

保
温
的 

３週間 

（３週間） （３週間） 
出穂前３週間 

 

土
づ
く
り
の
励
行 

・
玄
米
水
分 

％
仕
上
げ
、 

 

㎜
ふ
る
い
目
使
用

 

・
出
穂
後
積
算
温
度 

籾
の 

黄
化 

℃
、

％
が

適
期
収
量
（
早
刈
り
は
厳
禁
） 

    

・
落
水
は
出
穂
後 

と
す
る 

1,050 

90 

1.85 

15.5 

    
 

    
 
 

・
病
害
虫
防
除
の
実
施 

  

・
出
穂
前 

日
以
降
の
追
肥
は
行
わ
な
い 

 
 

穂
肥
２
回
目
…
出
穂
前 

 

10 

日
10 

日
以
降

30 

 

・
病
害
虫
防
除
の
実
施 

  

穂
肥
１
回
目
…
出
穂
前 

幼
穂
長 

日
、

 

・
生
育
診
断
を
基
本
と
し
て
行
う 

生
育
に
合
わ
せ
た
穂
肥 

  
 

散
布
（
カ
メ
ム
シ
対
策
） 

 

・
７
月
上
旬
〜
中
旬
に
畦
畔
・
農
道
の
除
草
と
薬
剤 

  
 

効
果
も
大
き
い 

 

・
溝
切
は
落
水
は
も
と
よ
り
、
水
回
り
を
早
く
す
る 

  
 

中
干
し
を
行
う 

 

・
目
標
穂
数
の 
 

㎡
）
が
確
保
さ
れ
た

0.8～1㎝ 

18 

％
（

70 

本
／

中
干
し
と
溝
切
り
に
よ
る
生
育
調
整 

 
 

散
布
（
カ
メ
ム
シ
対
策
） 

 
・
６
月
上
旬
〜
中
旬
に
畦
畔
・
農
道
の
除
草
と
薬
剤 

   

・
ワ
キ
対
策
に
よ
る
夜
間
落
水 

  
 

は
４
〜
５
日

 

・
除
草
剤
散
布

 
 

と
植
込
本
数
を
確
保
す
る 

 

・
冷
水
地
帯
で
の
茎
数
不
足
を
補
う
た
め
の
栽
植
密
度 

栽
植
密
度
の
適
正
化 

 

・
田
植
は
５
月 

と
す
る 

270 

日
以
降

 

・
箱
処
理
剤
に
よ
る
い
も
ち
・
害
虫
予
防 

 
 

散
布
（
カ
メ
ム
シ
対
策
） 

 

・
４
月
中
旬
〜
下
旬
に
畦
畔
・
農
道
の
除
草
と
薬
剤 

 

・ 

り
チ
ッ
ソ
成
分 

10 

ａ
当
た

 

過
剰
生
育
さ
せ
な
い
元
肥
量 

 

・
薄
ま
き 

 

10 

2.5 
kg 

葉
の
健
苗
育
成

 
 

加
温
育
苗
４
月 

 

2.0 

 

・
播
種
は
無
加
温
育
苗
４
月 

 

日
以
降

20 

日
以
降
の
播
種

25 

 

間
落
水
し
な
い 

前
に
水
の
入
れ
替
え
を
し
、
散
布
後 
ら 
   



北蒲みなみ米栽培指針～砂質土壌（乾田）～ 
 
【土壌の特徴】 
砂質系の乾田ではリン酸やケイ酸が不足し、地力が低く秋落ちしやすいため、土づくりを中心とした施肥管

理が重要です。 

 湿田にくらべ保水力が低く湿潤管理（常に表土が湿っている状態）が難しいため、稲がカドミウムを吸収しや

すい条件にあります。カドミウム対策に応じた水管理及び資材の投入が重要となります。 

 

【土づくり】 

異常気象時において、品質・収量の安定している地域や圃場は地力の高いところであることがわかっていま

す。地力増進の基本はリン酸・ケイ酸・有機物の積極的な施用です。 

① 稲わらの秋施用は、堆肥施用と同等の「土づくり」の効果が期待できます。稲わらは焼かずにすき込み

ましょう。 

② 「ソイル元気」はリン酸・ケイ酸・苦土・加里を一度に施用できる土づくり肥料です。「ソイル元気」の施用

により変動気象に負けない土づくりをしましょう。 

 

【種子更新】 

 食の安全・安心を求める消費者意識の高まりから、生産地の明らかな採種圃産の使用が不可欠となっていま

す。１００％種子更新をしましょう。 

 

【適期播種・移植】 

高温登熟による品質低下を回避するため、適期播種・適期移植の実施に努めましょう。 

・ 播種期：4月20日以降（乾籾１５０ｇの薄播き） 

・ 移植期：5月10日以降 

・ 規格苗：稚苗２．０葉 

 

【適正な生育量の確保（過剰生育の防止）】 

 ① 疎植、少植込みで過繁茂の防止と茎質向上に努めましょう。 

・ 基本６０株／坪植え 

・ １株植付本数３～４本を徹底 

② 中干し・溝切りで確実な生育調節を実施しましょう。 

・ 中干し・溝切りはやや早めに、平均１株当たり茎数１６～１７本を確保した時点で実施しましょう。 

・ 中干しは土が湿っていて足跡がつく程度にしましょう。強い中干しは土壌の酸化状態を強め、カドミウムの

吸収を促進するので、強く行わない。 

・ 中干しの日数は７～１０日程度にとどめ、遅くとも６月末までに中干しを終了しましょう。 

 

【安全・安心な米の生産】 

① カドミウム対策に応じた水管理の実践 

・ 中干し後から幼穂形成期（出穂前２５日位）までの間は、常に表土が湿っている状態（ヒタヒタ水の状態）を

保つ。 

・ 幼穂形成期（出穂前２５日位）から出穂後２５日位までは、常に水が張られ田面が露出しない状態を保つ

湛水管理にしましょう。 

 

② 農薬の適切な使用 

・ 「農薬のラベル」に記載された適用作物・使用量・濃度・使用時期・使用総回数と使用方法を必ず確認の

上、使用しましょう。 

・ 「農薬使用者」の責任を理解し、「農薬使用基準」の遵守に努めてください。 

 

③ 生産工程の管理、記帳（トレーサビリティー） 

・ 栽培管理記録簿は農産物の身分証明書です。実施した作業、使用した肥料・農薬・資材を漏れなく記帳

することが基本となります。 

 

【病害虫防除の徹底】 

・ いもち病が発生しやすい圃場では、予防的な薬剤散布を実施しましょう。 

・ カメムシ対策のため、一斉草刈、薬剤防除（共同防除＋個人防除）を徹底しましょう。 

 

【しっかり調整で全量1等米】 

 米選機の流量が多すぎると選別制度が低くなり未熟粒の混入が多くなります。米選機の流量設計値を確認し、

設計値よりやや少なめの流量で選別してください。（ふるい目は１．85㎜） 

 

 

               「北蒲みなみ米」生育目標 

 コシヒカリ 

収     量 ５００㎏ 

玄米タンパク含有率 ６．０％以下 

整 粒 歩 合 ８５％以上 

穂     数 ３７０本／㎡ 

一 穂 粒 数 ７２粒 

登 熟 歩 合 ８４％ 

千  粒  重 ２２．５ｇ 

 

 

砂質土壌（乾田）地帯の施肥設計の目安 （例） 

コシヒカリ 

肥 料 名 
施肥量 

（㎏） 
Ｎ Ｐ Ｋ 摘 要 

元

肥
ソイル元気２号 

みなみエース化成 

６０ 

３５～４０ 

 

２．８～３．２ 

６．６ 

４．９～５．６ 

７．５ 

４．９～５．６ 

全層施肥 

全層施肥 

追

肥
マルチサポート ２０ 苦土１５％ ケイサン１２％ 出穂前４０日 

穂

肥
みなみエース穂肥 

みなみエース穂肥 

１０～１５ 

７～１０ 

１．０～１．５ 

．０７～１．０ 

０．５～０．８ 

０．４～０．５ 

１．０～１．５ 

０．７～１．０ 

出穂前１８日 

出穂前１０日 

合   計  ４．５～５．７ １２．４～１３．５ １４．１～１５．６  

 

 

側条施肥の場合の元肥量の目安 

肥料名 施肥量 Ｎ Ｐ Ｋ 

みなみエース側条 ２３～２７ ２．８～３．２ ４．１～４．９ ３．７～４．３ 

 



「コシヒカリ」栽培ごよみ ～ 砂質土壌（乾田）～ 

期
待
さ
れ
る
生
育
ス
テ
ー
ジ 

栽植密度：１８株／㎡（６０株セット） 
植込本数：３～４本／株 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ( )内は一株本数 
 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月  

葉  色 
（SPAD値）

３０ 

３３ 

３６ 
３８ ３８ 

３６ 
３８ 

３７０ 
(２０) 

４００ 
(２２) 

５００ 
(２７) ４４０ 

(２４) 

４８０ 
(２６) 

( ) 
１２０ 
６

( ) 
３００ 
１７

３７０（穂数） 
(２０) 

４０ ４６ 
５５ ６５ ７５ 

８７（桿長） 

４８０ 
(２６) 

(４) 
８０ 

２５ ３０ 
１２ 

収量（kg／１０a） ５００ 

株 数 （ 株 ／ ㎡ ） １８ 

穂 数 （ 本 ／ ㎡ ） ３７０ 

一 穂 籾 数 （ 粒 ） ７２ 

総 籾 数 （ 千 粒 ） ２６．５ 

登 熟 歩 合 （ ％ ） ８４ 

目 
 

標 
 

収 
 

量 
 

構 
 

成 
 

要 
 

素 

千 粒 量 （ ｇ ） ２２．５ 

桿 長 ８７ 
上位３葉 

身  長 
１００ 

３節間長 １６ 止葉身長 ２４ 

４節間長 １０ ２葉身長 ３６ 

生

育

の

め

や

す 

５節間長 ４ ３葉身長 ４０ 

 

コシヒカリの品質目標 

項   目 目 標 値 

タンパク質含有率 
６．０％ 

（水分１５％） 

整 粒 歩 合 ８５％以上 

１ 等 米 比 率 １００％ 

草  丈 
（㎝） 

茎  数 
（本／㎡） 

                                   
日   15  20  25  30   5   10  15  20  25  30  5   10  15  20  25  30   5  10  15  20  25  30   5  10  15  20  25  30   5  10  15  20  25  30 

出穂前後日数                          (－58)  (－46)      (－24)(－21) (－11)  (0)   (+10) （+20）  (+31)  (+41) 

生育時期 
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熟
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主桿葉数 
節間伸長 

             ②  ③  ④  ⑤ ⑥  ⑦  ⑧    ⑨     ⑩      ⑪       ⑫    ⑬ 
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理 

                浅 水管理             中 干 し                 湛 水 管 理       落水 
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                          ・軽い中干 
               

管 

理 

の 

ポ 

イ 

ン 

ト 

 

Ｎ４ 
Ｎ１ Ｎ２ Ｎ３ 
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① Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

③

④

⑤

G

H

Ｉ

Ｆ

⑥

２回以内

薬量５００～１０００ｍℓみなみエース穂肥 10-5-10  有機10% 10

みなみエース穂肥 10-5-10  有機10% 10

マルチサポート Mg15.0 ｹｲｻﾝ12.0 20

稚苗苗代配合 4-6-5-Mg1.0

育苗床土

みなみエース側条 12-18-16-Mg3.0 有機6% 24 側条用

みなみエース化成 8-14-14-Mg4.0 有機20% 35

みなみエース配合 8-15-15-Mg3.0   有機6% 35

ソイル元気２号 0-11-12.5-Mg3.0 ｹｲｻﾝ19.0 40

11月

■推奨肥料と施肥基準

Ｎ－Ｐ－Ｋ

7月 8月 9月 10月3月 4月 5月 6月

上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下上　　　　中　　　　下
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き
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除
草
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も
ち
・
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枯
れ
・
カ
メ
ム
シ
防
除
Ｈ

カ
メ
ム
シ
防
除
Ｉ

〇使用する肥料・農薬はＪＡで適正な品目を推奨していますが、推奨品目以外でも同様に適正な品目であれば使用してもよいです。

栽
培
管
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子
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①

元
肥
施
用
②

育
苗
床
土
準
備
③
④
B

ＪＡ名：北蒲みなみ 地区名：水　原 栽培形態：一般栽培

育
苗
覆
土
消
毒
C
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耕
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道
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畔
除
草
Ｆ

代
か
き

田
植
え
・
ド
ロ
オ
イ
ム
シ
・
い
も
ち
病
防
除
D

〇この指導基準は安全・安心で高品質・良食味な米を生産するために、地域の実態に即してＪＡ等で作成しました。

〇この指導基準を目安とした栽培を基本としますが、ほ場条件や気象要因等により基準とは多少相違する栽培となってもよいです。
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し
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り

農
道
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草
Ｆ

平成16年産コシヒカリ栽培指導基準

追
肥
⑤
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道
・
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畔
除
草
Ｇ

穂
肥
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用
⑥

穂
肥
施
用
⑥

肥料名
成分

備考
（㎏－10ａ）

記
号

記
号

■推奨農薬と農薬取締法に基づく農薬使用基準

散布方法
農薬使用基準

薬品名
希釈倍数・散布量（１０ａ当り） 使用時期 使用回数

施肥基準

タチガレエース粉 ６ｇ／箱 播種前 １回以内

テクリードＣﾌﾛｱﾌﾞﾙ ２００倍・２４時間種子浸漬 浸種前 １回以内

Ｄｒ.ｵﾘｾﾞﾌﾟﾘﾝｽ粒 ５０ｇ／箱 移植前３～当日 １回以内 育苗箱処理

ダコニール粉 ８ｇ／箱（覆土混和） 播種前 １回以内

ジョイスターﾌﾛｱﾌﾞﾙ ５００ｍℓ 移植後５～２０日 １回以内

スパークスター１㌔粒 １㎏ 移植後５～１５日 １回以内

三共の草枯らし 薬量５００～１０００ｍℓ 収穫１４日前まで

ラウンドアップﾊｲﾛｰﾄﾞ 薬量２５０～５００ｍℓ 収穫１４日前まで

ブラシンジョーカーﾌﾛｱﾌﾞﾙ ８倍・８００ｍℓ ２回以内

バスタ 収穫７日前まで ２回以内

R・Cヘリ共同防除収穫２１日前まで

スタークル粉ＤＬ ３㎏ 収穫７日前まで ３回以内 個人防除

②

Ｅ



① Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

③

④

⑤

G

R・Cヘリ共同防除

R・Cヘリ共同防除Ｉ ２回以内

２回以内Ｈ
ダントツフロアブル　混合 ２４倍・８００ｍℓ 収穫１４日前まで

ＭＲジョーカーＥＷ　混合

ビームゾル ８倍・８００ｍℓ 収穫２１日前まで

収穫１４日前まで１６倍・８００ｍℓ

収穫７日前まで ２回以内

ラブサイドフロアブル ８倍・８００ｍℓ 収穫２１日前まで

10 バスタ 薬量５００～１０００ｍℓ

２回以内

⑥
みなみエース穂肥 10-5-10  有機10% 10

みなみエース穂肥 10-5-10  有機10%

Ｆ
ラウンドアップﾊｲﾛｰﾄﾞ 薬量２５０～５００ｍℓ 収穫１４日前まで

三共の草枯らし 薬量５００～１０００ｍℓ 収穫１４日前まで

マルチサポート Mg15.0 ｹｲｻﾝ12.0 20

稚苗苗代配合 4-6-5-Mg1.0 ジョイスターﾌﾛｱﾌﾞﾙ ５００ｍℓ 移植後５～２０日 １回以内

育苗箱処理

育苗床土
Ｅ
シェリフ１㌔粒 １㎏ 移植後７～２０日 １回以内

Ｄｒ.ｵﾘｾﾞﾌﾟﾘﾝｽ粒 ５０ｇ／箱 移植前３～当日 １回以内みなみエース側条 12-18-16-Mg3.0 有機6% 24 側条用

みなみエース化成 8-14-14-Mg4.0 有機20% 35 ダコニール粉 ８ｇ／箱（覆土混和） 播種前 １回以内②

みなみエース配合 8-15-15-Mg3.0   有機6% 35 タチガレエース粉 ６ｇ／箱 播種前 １回以内

テクリードＣﾌﾛｱﾌﾞﾙ ２００倍・２４時間種子浸漬 浸種前 １回以内ソイル元気２号 0-11-12.5-Mg3.0 ｹｲｻﾝ19.0 40

農薬使用基準
散布方法

Ｎ－Ｐ－Ｋ （㎏－10ａ） 希釈倍数・散布量（１０ａ当り） 使用時期 使用回数

■推奨肥料と施肥基準 ■推奨農薬と農薬取締法に基づく農薬使用基準

記
号
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10月 11月

上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下

6月 7月 8月 9月3月 4月 5月

上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下

〇この指導基準は安全・安心で高品質・良食味な米を生産するために、地域の実態に即してＪＡ等で作成しました。

〇この指導基準を目安とした栽培を基本としますが、ほ場条件や気象要因等により基準とは多少相違する栽培となってもよいです。

〇使用する肥料・農薬はＪＡで適正な品目を推奨していますが、推奨品目以外でも同様に適正な品目であれば使用してもよいです。

平成16年産コシヒカリ栽培指導基準

ＪＡ名：北蒲みなみ 地区名：安　田 栽培形態：一般栽培



① Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

③

④

⑤

G

Ｉ

トレボンエアー　混合

ＭＲジョーカーＥＷ

ブラシンバリダゾル 混合

３回以内
R・Cヘリ共同防除

８倍・８００ｍℓ 収穫２１日前まで ３回以内
H

８倍・８００ｍℓ 収穫１４日前までアミスターエイト 

みなみエース穂肥 10-5-10  有機10% 10 バスタ 薬量５００～１０００ｍℓ 収穫７日前まで ２回以内

２回以内

⑥
みなみエース穂肥 10-5-10  有機10% 10 三共の草枯らし 薬量５００～１０００ｍℓ 収穫１４日前まで

Ｆ
ラウンドアップﾊｲﾛｰﾄﾞ 薬量２５０～５００ｍℓ 収穫１４日前までマルチサポート Mg15.0 ｹｲｻﾝ12.0 20

稚苗苗代配合 4-6-5-Mg1.0 ジョイスターﾌﾛｱﾌﾞﾙ ５００ｍℓ 移植後５～２０日 １回以内

育苗箱処理

育苗床土
Ｅ
スパークスター１㌔粒 １㎏ 移植後５～１５日 １回以内

Ｄｒ.ｵﾘｾﾞﾌﾟﾘﾝｽ粒 ５０ｇ／箱 移植前３～当日 １回以内みなみエース側条 12-18-16-Mg3.0 有機6% 24 側条用

みなみエース化成 8-14-14-Mg4.0 有機20% 35 ダコニール粉 ８ｇ／箱（覆土混和） 播種前 １回以内②

みなみエース配合 8-15-15-Mg3.0   有機6% 35 タチガレエース粉 ６ｇ／箱 播種前 １回以内

モミガードＣ水和 乾籾重量の０．５％粉衣 浸種前 １回以内ソイル元気２号 0-11-12.5-Mg3.0 ｹｲｻﾝ19.0 40

散布方法
Ｎ－Ｐ－Ｋ （㎏－10ａ） 希釈倍数・散布量（１０ａ当り） 使用時期 使用回数

■推奨肥料と施肥基準 ■推奨農薬と農薬取締法に基づく農薬使用基準

記
号

肥料名
成分 施肥基準

備考
記
号

薬品名
農薬使用基準

収
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落
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D
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草
Ｆ

上　　　　中　　　　下
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培
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理

【
種
子
更
新

】

種
子
消
毒
A

浸
種
土
づ
く
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の
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用
①

元
肥
施
用
②

育
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土
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備
③
④
B

10月 11月

上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下

6月 7月 8月 9月3月 4月 5月

〇この指導基準は安全・安心で高品質・良食味な米を生産するために、地域の実態に即してＪＡ等で作成しました。

〇この指導基準を目安とした栽培を基本としますが、ほ場条件や気象要因等により基準とは多少相違する栽培となってもよいです。

〇使用する肥料・農薬はＪＡで適正な品目を推奨していますが、推奨品目以外でも同様に適正な品目であれば使用してもよいです。

平成16年産コシヒカリ栽培指導基準

ＪＡ名：北蒲みなみ 地区名：京ヶ瀬 栽培形態：一般栽培

R・Cヘリ共同防除
８倍・８００ｍℓ 収穫２１日前まで ２回以内

収穫１４日前まで ２回以内１６倍・８００ｍℓ



① Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

③ Ｅ

④ Ｆ

⑤ Ｇ

平成16年産コシヒカリ栽培指導基準

ＪＡ名：北蒲みなみ 地区名：水　原 栽培形態：特別栽培農産物

〇この指導基準は安全・安心で高品質・良食味な米を生産するために、地域の実態に即してＪＡ等で作成しました。

〇この指導基準を目安とした栽培を基本としますが、ほ場条件や気象要因等により基準とは多少相違する栽培となってもよいです。

〇使用する肥料・農薬はＪＡで適正な品目を推奨していますが、推奨品目以外でも同様に適正な品目であれば使用してもよいです。
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■推奨肥料と施肥基準 ■推奨農薬と農薬取締法に基づく農薬使用基準

記
号

肥料名
成分 施肥基準

備考
記
号

薬品名
農薬使用基準

散布方法
Ｎ－Ｐ－Ｋ （㎏－10ａ） 希釈倍数・散布量（１０ａ当り） 使用時期 使用回数

ソイル元気２号 0-11-12.5-Mg3.0 ｹｲｻﾝ19.0 40 テクリードＣﾌﾛｱﾌﾞﾙ ２００倍・２４時間種子浸漬 浸種前 １回以内

②

みなみエース配合 8-15-15-Mg3.0   有機6% 35 タチガレエース粉 ６ｇ／箱 播種前 １回以内

側条用

みなみエース化成 8-14-14-Mg4.0 有機20% 35

２回以内

育苗床土 ２回以内

みなみエース側条 12-18-16-Mg3.0 有機6% 24

ジョイスターﾌﾛｱﾌﾞﾙ ５００ｍℓ 移植後５～２０日 １回以内

薬量２５０～５００ｍℓ 収穫１４日前まで

マルチサポート Mg15.0 ｹｲｻﾝ12.0 20

稚苗苗代配合 4-6-5-Mg1.0

⑥
みなみエース穂肥 10-5-10  有機10% 10

三共の草枯らし 薬量５００～１０００ｍℓ 収穫１４日前まで

ラウンドアップﾊｲﾛｰﾄﾞ

みなみエース穂肥 10-5-10  有機10% 10

バスタ 薬量５００～１０００ｍℓ 収穫７日前まで ２回以内

ブラシンジョーカーﾌﾛｱﾌﾞﾙ ８倍・８００ｍℓ 収穫２１日前まで ２回以内 R・Cヘリ共同防除



① Ａ

Ｂ

Ｃ

③ Ｄ

④

⑤

Ｇ

Ｈ

Ｉ

２回以内 R・Cヘリ共同防除

個人防除

みなみエース配合 8-15-15-Mg3.0   有機6%

穂
肥
施
用
⑥

スタークル粉ＤＬ ３㎏ 収穫７日前まで ３回以内

ブラシンジョーカーﾌﾛｱﾌﾞﾙ ８倍・８００ｍℓ 収穫２１日前まで

バスタ 薬量５００～１０００ｍℓ 収穫７日前まで ２回以内

収穫１４日前まで
２回以内

みなみエース穂肥 10-5-10  有機10% 10 三共の草枯らし 薬量５００～１０００ｍℓ 収穫１４日前まで
Ｆ
ラウンドアップﾊｲﾛｰﾄﾞ 薬量２５０～５００ｍℓ

⑥
みなみエース穂肥 10-5-10  有機10% 10

マルチサポート Mg15.0 ｹｲｻﾝ12.0 20 ジョイスターﾌﾛｱﾌﾞﾙ ５００ｍℓ 移植後５～２０日 １回以内

育苗箱処理

稚苗苗代配合 4-6-5-Mg1.0
Ｅ
スパークスター１㌔粒 １㎏ 移植後５～１５日 １回以内

Ｄｒ.ｵﾘｾﾞﾌﾟﾘﾝｽ箱粒 ５０ｇ／箱 移植前３～当日 １回以内育苗床土

みなみエース側条 12-18-16-Mg3.0 有機6% 25 側条用 ダコニール粉 ８ｇ／箱（覆土混和） 播種前 １回以内
②

40 タチガレエース粉 ６ｇ／箱 播種前 １回以内

テクリードＣﾌﾛｱﾌﾞﾙ ２００倍・２４時間種子浸漬 浸種前 １回以内ソイル元気２号 0-11-12.5-Mg3.0 ｹｲｻﾝ19.0 60

散布方法
Ｎ－Ｐ－Ｋ （㎏－10ａ） 希釈倍数・散布量（１０ａ当り） 使用時期 使用回数

備考
記
号

薬品名
農薬使用基準記

号
肥料名

成分 施肥基準

■推奨肥料と施肥基準 ■推奨農薬と農薬取締法に基づく農薬使用基準
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10月 11月

上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下

6月 7月 8月 9月3月 4月 5月

〇この指導基準は安全・安心で高品質・良食味な米を生産するために、地域の実態に即してＪＡ等で作成しました。

〇この指導基準を目安とした栽培を基本としますが、ほ場条件や気象要因等により基準とは多少相違する栽培となってもよいです。

〇使用する肥料・農薬はＪＡで適正な品目を推奨していますが、推奨品目以外でも同様に適正な品目であれば使用してもよいです。

平成16年産五百万石栽培指導基準

ＪＡ名：北蒲みなみ 地区名：水　原（酒米生産協議会） 栽培形態：一般栽培



① Ａ

Ｂ

Ｃ

③ Ｄ

④

⑤

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

３回以内

２回以内

個人防除

R・Cヘリ共同防除

育苗箱処理５０ｇ／箱

２回以内

２回以内薬量５００～１０００ｍℓ

３㎏ 収穫７日前まで

収穫２１日前まで

５００ｍℓ 移植後５～２０日

収穫１４日前まで薬量２５０～５００ｍℓ

収穫７日前まで

②

⑥
みなみエース穂肥 10-5-10  有機10%

20

燐加苦土安３号

平成16年産こしいぶき栽培指導基準

ＪＡ名：北蒲みなみ 地区名：水　原 栽培形態：一般栽培

〇この指導基準は安全・安心で高品質・良食味な米を生産するために、地域の実態に即してＪＡ等で作成しました。

〇この指導基準を目安とした栽培を基本としますが、ほ場条件や気象要因等により基準とは多少相違する栽培となってもよいです。

〇使用する肥料・農薬はＪＡで適正な品目を推奨していますが、推奨品目以外でも同様に適正な品目であれば使用してもよいです。
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■推奨肥料と施肥基準 ■推奨農薬と農薬取締法に基づく農薬使用基準

記
号

肥料名
成分 施肥基準

備考
記
号

薬品名
農薬使用基準

散布方法
Ｎ－Ｐ－Ｋ （㎏－10ａ） 希釈倍数・散布量（１０ａ当り） 使用時期 使用回数

ソイル元気２号 0-11-12.5-Mg3.0 ｹｲｻﾝ19.0 テクリードＣﾌﾛｱﾌﾞﾙ40 浸種前 １回以内

タチガレエース粉 播種前 １回以内

２００倍・２４時間種子浸漬

６ｇ／箱12-18-16-Mg     

側条用 ダコニール粉 播種前

35

33 ８ｇ／箱（覆土混和） １回以内みなみエース側条 12-18-16-Mg3.0 有機6%

Ｄｒ.ｵﾘｾﾞﾌﾟﾘﾝｽ箱粒 移植前３～当日 １回以内育苗床土

Ｅ
スパークスター１㌔粒 移植後５～１５日１㎏

ジョイスターﾌﾛｱﾌﾞﾙ

Ｆ
ラウンドアップﾊｲﾛｰﾄﾞ

１回以内稚苗苗代配合 4-6-5-Mg1.0

１回以内マルチサポート Mg15.0 ｹｲｻﾝ12.0

収穫１４日前まで三共の草枯らし

バスタ

薬量５００～１０００ｍℓ

みなみエース穂肥 10-5-10  有機10% 10

10

ブラシンジョーカーﾌﾛｱﾌﾞﾙ ８倍・８００ｍℓ

スタークル粉ＤＬ

３回以内 個人防除スタークル粉ＤＬ ３㎏ 収穫７日前まで



① Ａ

Ｂ

Ｃ

③ Ｄ

④

⑤

Ｇ

Ｉ

R・Cヘリ共同防除
ダントツフロアブル　混合 ２４倍・８００ｍℓ

個人防除スタークル粉ＤＬ ３㎏ 収穫７日前まで ３回以内

２回以内
収穫１４日前まで１６倍・８００ｍℓＭＲジョーカーＥＷ　混合

８倍・８００ｍℓ 収穫２１日前までビームゾル
R・Cヘリ共同防除

２回以内

バスタ 薬量５００～１０００ｍℓ 収穫７日前まで ２回以内

収穫１４日前まで

ラブサイドフロアブル ８倍・８００ｍℓ 収穫２１日前まで

収穫１４日前まで
２回以内

収穫１４日前まで
Ｆ
ラウンドアップﾊｲﾛｰﾄﾞ 薬量２５０～５００ｍℓ

三共の草枯らし 薬量５００～１０００ｍℓ
⑥
みなみエース穂肥 10-5-10  有機10% 10

みなみエース穂肥 10-5-10  有機10% 10

マルチサポート Mg15.0 ｹｲｻﾝ12.0 20 ジョイスターﾌﾛｱﾌﾞﾙ ５００ｍℓ 移植後５～２０日 １回以内

育苗箱処理

稚苗苗代配合 4-6-5-Mg1.0
Ｅ
シェリフ１㌔粒 １㎏ 移植後７～２０日 １回以内

Ｄｒ.ｵﾘｾﾞﾌﾟﾘﾝｽ箱粒 ５０ｇ／箱 移植前３～当日 １回以内育苗床土

みなみエース側条 12-18-16-Mg3.0 有機6% 33 側条用 ダコニール粉 ８ｇ／箱（覆土混和） 播種前 １回以内
②
燐加苦土安３号 12-18-16-Mg     35 タチガレエース粉 ６ｇ／箱 播種前 １回以内

テクリードＣﾌﾛｱﾌﾞﾙ ２００倍・２４時間種子浸漬 浸種前 １回以内ソイル元気２号 0-11-12.5-Mg3.0 ｹｲｻﾝ19.0 40

散布方法
希釈倍数・散布量（１０ａ当り） 使用時期 使用回数

農薬使用基準

カ
メ
ム
シ
防
除
Ｉ

記
号

肥料名
成分 施肥基準

Ｎ－Ｐ－Ｋ （㎏－10ａ）
備考

記
号

薬品名

■推奨肥料と施肥基準 ■推奨農薬と農薬取締法に基づく農薬使用基準

収
穫

い
も
ち
・
カ
メ
ム
シ
防
除
Ｈ

（
山
手
・
赤
坂
地
区

）

穂
肥
施
用
⑥

稲
わ
ら
鋤
き
込
み

い
も
ち
・
カ
メ
ム
シ
防
除
Ｊ

農
道
・
畦
畔
除
草
Ｇ

落
水

農
道
・
畦
畔
除
草
Ｇ

穂
肥
施
用
⑥

溝
切
り

農
道
・
畦
畔
除
草
Ｆ

追
肥
⑤

水
田
除
草
剤
散
布
Ｅ

中
干
し

代
か
き

田
植
え
・
ド
ロ
オ
イ
ム
シ
・
い
も
ち
病
防
除
Ｄ

育
苗
覆
土
消
毒
Ｃ

は
種
耕
起
農
道
・
畦
畔
除
草
Ｆ

浸
種
土
づ
く
り
資
材
の
施
用
①

元
肥
施
用
②

育
苗
床
土
準
備
③
④
Ｂ

11月

上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下

6月 7月

〇この指導基準は安全・安心で高品質・良食味な米を生産するために、地域の実態に即してＪＡ等で作成しました。

〇この指導基準を目安とした栽培を基本としますが、ほ場条件や気象要因等により基準とは多少相違する栽培となってもよいです。

8月 9月3月 4月 5月 10月

平成16年産こしいぶき栽培指導基準

ＪＡ名：北蒲みなみ 地区名：安　田 栽培形態：一般栽培

Ｈ

Ｊ

【
種
子
更
新

】

種
子
消
毒
Ａ

〇使用する肥料・農薬はＪＡで適正な品目を推奨していますが、推奨品目以外でも同様に適正な品目であれば使用してもよいです。

上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下
栽
培
管
理



① Ａ

Ｂ

Ｃ

③ Ｄ

④

⑤

Ｇ

Ｉ
２回以内

１６倍・８００ｍℓ 収穫１４日前まで ２回以内

ブラシンバリダゾル 混合 ８倍・８００ｍℓ 収穫２１日前まで

トレボンエアー　混合
Ｈ

ＭＲジョーカーＥＷ

アミスターエイト 
R・Cヘリ共同防除

バスタ 薬量５００～１０００ｍℓ 収穫７日前まで ２回以内

２回以内
みなみエース穂肥 10-5-10  有機10% 10 三共の草枯らし 薬量５００～１０００ｍℓ 収穫１４日前まで

⑥
みなみエース穂肥 10-5-10  有機10% 10

Ｆ
ラウンドアップﾊｲﾛｰﾄﾞ 薬量２５０～５００ｍℓ 収穫１４日前まで

１回以内

マルチサポート Mg15.0 ｹｲｻﾝ12.0 20 ジョイスターﾌﾛｱﾌﾞﾙ ５００ｍℓ 移植後５～２０日 １回以内
Ｅ
スパークスター１㌔粒 １㎏ 移植後５～１５日稚苗苗代配合 4-6-5-Mg1.0

育苗床土 Ｄｒ.ｵﾘｾﾞﾌﾟﾘﾝｽ箱粒 ５０ｇ／箱 移植前３～当日 １回以内 育苗箱処理

１回以内

みなみエース側条 12-18-16-Mg3.0 有機6% 33 側条用 ダコニール粉 ８ｇ／箱（覆土混和） 播種前 １回以内

タチガレエース粉 ６ｇ／箱 播種前
②
燐加苦土安３号 12-18-16-Mg     35

モミガードＣ水和 浸種前 １回以内ソイル元気２号 0-11-12.5-Mg3.0 ｹｲｻﾝ19.0 40

散布方法
Ｎ－Ｐ－Ｋ （㎏－10ａ） 希釈倍数・散布量（１０ａ当り） 使用時期 使用回数

備考
記
号

薬品名
農薬使用基準記

号
肥料名

成分 施肥基準

■推奨肥料と施肥基準 ■推奨農薬と農薬取締法に基づく農薬使用基準

稲
わ
ら
鋤
き
込
み

収
穫

農
道
・
畦
畔
除
草
Ｇ

落
水

農
道
・
畦
畔
除
草
Ｇ

穂
肥
施
用
⑥

中
干
し

溝
切
り

農
道
・
畦
畔
除
草
Ｆ

追
肥
⑤

水
田
除
草
剤
散
布
Ｅ

農
道
・
畦
畔
除
草
Ｆ

代
か
き

田
植
え
・
ド
ロ
オ
イ
ム
シ
・
い
も
ち
病
防
除
Ｄ

育
苗
床
土
準
備
③
④
Ｂ

育
苗
覆
土
消
毒
Ｃ

は
種
耕
起

上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下
栽
培
管
理

【
種
子
更
新

】

種
子
消
毒
Ａ

浸
種
土
づ
く
り
資
材
の
施
用
①

元
肥
施
用
②

9月 10月 11月

上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下

5月 6月 7月 8月

ＪＡ名：北蒲みなみ 地区名：京ヶ瀬 栽培形態：一般栽培

収穫１４日前まで

８倍・８００ｍℓ 収穫２１日前まで

平成16年産こしいぶき栽培指導基準

〇この指導基準は安全・安心で高品質・良食味な米を生産するために、地域の実態に即してＪＡ等で作成しました。

〇この指導基準を目安とした栽培を基本としますが、ほ場条件や気象要因等により基準とは多少相違する栽培となってもよいです。

〇使用する肥料・農薬はＪＡで適正な品目を推奨していますが、推奨品目以外でも同様に適正な品目であれば使用してもよいです。

3月 4月

R・Cヘリ共同防除

い
も
ち
・
紋
枯
れ
・
カ
メ
ム
シ
防
除
Ｈ

穂
肥
施
用
⑥

い
も
ち
・
紋
枯
れ
・
カ
メ
ム
シ
防
除
Ｉ

乾籾重量の０．５％粉衣

３回以内

３回以内

８倍・８００ｍℓ



ＪＡ北蒲みなみ「こがねもち」栽培基準

うす播きで健苗を育成する ⑥登熟向上 施肥は１回目を出穂１８～１５日前、２回目を１０日前に

徒長しやすいので温度管理に注意する １～３㎏／10ａ施用する

移植は５月上旬の暖かい日に行う 落水期を遅らせ、登熟の良い稲を作る

過剰生育をさせない 刈り遅れは穂発芽を助長するので、適期収穫する

元肥は３～４㎏／10ａとし根付肥や中間追肥は行わない 急激な乾燥を避け、水分１５．５％に仕上げる

月
旬

① Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

③
④
⑤

G
H
Ｉ

８２粒
㎡当たり籾数 ３０，０００粒
登熟歩合 84%

②移植

③施肥

個人防除
農業振興協議会に於いて各地区使用薬剤を選定 R・Cヘリ共同防除
スタークル粉ＤＬ ３㎏ 収穫７日前まで ３回以内

みなみエース穂肥 10-5-10  有機10% 10 出穂前１０日 バスタ 薬量５００～１０００ｍℓ 収穫７日前まで ２回以内

２回以内
⑥
みなみエース穂肥 10-5-10  有機10% 10 出穂前１８～１５日 三共の草枯らし 薬量５００～１０００ｍℓ 収穫１４日前まで

Ｆ
ラウンドアップﾊｲﾛｰﾄﾞ 薬量２５０～５００ｍℓ 収穫１４日前までマルチサポート Mg15.0 ｹｲｻﾝ12.0 20

稚苗苗代配合 4-6-5-Mg1.0 ジョイスターﾌﾛｱﾌﾞﾙ ５００ｍℓ 移植後５～２０日 １回以内

育苗箱処理
育苗床土

Ｅ
スパークスター１㌔粒 １㎏ 移植後５～１５日 １回以内
Ｄｒ.ｵﾘｾﾞﾌﾟﾘﾝｽ粒 ５０ｇ／箱 移植前３～当日 １回以内みなみエース側条 12-18-16-Mg3.0 有機6% 24 側条用

みなみエース化成 8-14-14-Mg4.0 有機20% 35 ダコニール粉 ８ｇ／箱（覆土混和） 播種前 １回以内②
みなみエース配合 8-15-15-Mg3.0   有機6% 35 タチガレエース粉 ６ｇ／箱 播種前 １回以内

テクリードＣﾌﾛｱﾌﾞﾙ ２００倍・２４時間種子浸漬 浸種前 １回以内ソイル元気２号 0-11-12.5-Mg3.0 ｹｲｻﾝ19.0 40

散布方法
Ｎ－Ｐ－Ｋ （㎏－10ａ） 希釈倍数・散布量（１０ａ当り） 使用時期 使用回数

■推奨肥料と施肥基準 ■推奨農薬と農薬取締法に基づく農薬使用基準
記
号

肥料名
成分 施肥基準

備考
記
号

薬品名
農薬使用基準

稲
わ
ら
鋤
き
込
み

落
水

収
穫

い
も
ち
・
紋
枯
れ
・
カ
メ
ム
シ
防
除
Ｈ

カ
メ
ム
シ
防
除
Ｉ

農
道
・
畦
畔
除
草
Ｇ

穂
肥
施
用
⑥

追
肥
⑤

農
道
・
畦
畔
除
草
Ｇ

穂
肥
施
用
⑥

溝
切
り

農
道
・
畦
畔
除
草
Ｆ

水
田
除
草
剤
散
布
E

中
干
し

代
か
き

田
植
え
・
ド
ロ
オ
イ
ム
シ
・
い
も
ち
病
防
除
D

育
苗
覆
土
消
毒
C

は
種
耕
起
農
道
・
畦
畔
除
草
Ｆ

栽
培
管
理

【
種
子
更
新

】

11月
上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下

7月 8月 9月 10月5月

千粒重 ２１．０ｇ
整粒歩合 80%

④水管理 中干し・溝切りを徹底する

⑤病害虫防除

6月3月 4月

種
子
消
毒
A

浸
種
土
づ
く
り
資
材
の
施
用
①

元
肥
施
用
②

育
苗
床
土
準
備
③
④
B

管
理
の
要
点

穂数 ３７０本／㎡
１穂籾数

栽培のポイント目標の収量構成と品質
目標収量 ５４０㎏／10ａ ①育苗

選別網目は１．85㎜を使用する

中干し後は間断かん水により、根の健全化を図る

⑦収穫・　　　乾
燥調整

水
管
理

出穂前後各３週間・湛水管理間断かん水
保温的水管理～浅水更新水管理

いもち病に弱いので防除を徹底する

混種を防止するため、機械・設備の清掃を丁寧に行う

⑧土づくり 稲わらを秋すき込みする

は
種
の
１
週
間
前

は
種
の
前
日

薄
播
き
の
励
行

適
期
田
植
え

除
草
剤
の
適
期
散
布

ワ
キ
の
防
止

間
断
か
ん
水

目
標
穂
数
　
％
で
開
始

（
軽
い
中
干
し

）

葉
い
も
ち
病

早
期
発
見
・
早
期
防
除

出
穂
前
　
日

幼
穂
長
　
㎝

出
穂
前
　
日

出
穂
期

穂
い
も
ち
病

早
期
発
見
・
早
期
防
除

落
水
は
出
穂
後
３
週
間
以
降

出
穂
後
積
算
温
度
　
℃

～売れる米づくりをめざして！～

80

1,000

0.8～１40 10



ＪＡ北蒲みなみ「わたぼうし」栽培基準

うす播きで健苗を育成する ⑥登熟向上 施肥は１回目を出穂２２～２０日前、２回目を１２～１０日前に

温度管理に注意し徒長させない ２～３㎏／10ａ施用する

移植は５月上旬の暖かい日に行う 落水期を遅らせ、登熟の良い稲を作る

過剰生育をさせない 刈り遅れは穂発芽を助長するので、適期収穫する

元肥は４～５㎏／10ａとし根付肥や中間追肥は行わない 急激な乾燥を避け、水分１５．５％に仕上げる

月
旬

① Ａ
Ｂ
Ｃ

③ Ｄ
④
⑤

G
H
Ｉ

８６粒
㎡当たり籾数 ３０，０００粒
登熟歩合 84%

②移植

③施肥

個人防除スタークル粉ＤＬ ３㎏ 収穫７日前まで ３回以内
R・Cヘリ共同防除

バスタ 薬量５００～１０００ｍℓ 収穫７日前まで ２回以内
みなみエース穂肥 10-5-10  有機10% 15 出穂前12～10日

２回以内⑥
みなみエース穂肥 10-5-10  有機10% 15 出穂前22～20日

三共の草枯らし 薬量５００～１０００ｍℓ 収穫１４日前まで
Ｆ
ラウンドアップﾊｲﾛｰﾄﾞ 薬量２５０～５００ｍℓ 収穫１４日前まで

１回以内マルチサポート Mg15.0 ｹｲｻﾝ12.0 20
１回以内稚苗苗代配合 4-6-5-Mg1.0

Ｅ
スパークスター１㌔粒 １㎏ 移植後５～１５日
ジョイスターﾌﾛｱﾌﾞﾙ ５００ｍℓ 移植後５～２０日

育苗箱処理育苗床土 Ｄｒ.ｵﾘｾﾞﾌﾟﾘﾝｽ粒 ５０ｇ／箱 移植前３～当日 １回以内
みなみエース側条 12-18-16-Mg3.0 有機6% 35 側条用 ダコニール粉 ８ｇ／箱（覆土混和） 播種前 １回以内

タチガレエース粉 ６ｇ／箱 播種前 １回以内
テクリードＣﾌﾛｱﾌﾞﾙ ２００倍・２４時間種子浸漬 浸種前 １回以内ソイル元気２号 0-11-12.5-Mg3.0 ｹｲｻﾝ19.0 40

散布方法
Ｎ－Ｐ－Ｋ （㎏－10ａ） 希釈倍数・散布量（１０ａ当り） 使用時期 使用回数

■推奨肥料と施肥基準 ■推奨農薬と農薬取締法に基づく農薬使用基準
記
号

肥料名
成分 施肥基準

備考
記
号

薬品名
農薬使用基準

稲
わ
ら
鋤
き
込
み

落
水

収
穫

い
も
ち
・
紋
枯
れ
・
カ
メ
ム
シ
防
除
Ｈ

カ
メ
ム
シ
防
除
Ｉ

農
道
・
畦
畔
除
草
Ｇ

穂
肥
施
用
⑥

農
道
・
畦
畔
除
草
Ｇ

穂
肥
施
用
⑥

溝
切
り

農
道
・
畦
畔
除
草
Ｆ

追
肥
⑤

水
田
除
草
剤
散
布
E

中
干
し

代
か
き

田
植
え
・
ド
ロ
オ
イ
ム
シ
・
い
も
ち
病
防
除
D

育
苗
覆
土
消
毒
C

は
種
耕
起
農
道
・
畦
畔
除
草
Ｆ

栽
培
管
理

【
種
子
更
新

】

11月
上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下 上　　　　中　　　　下

7月 8月 9月 10月5月

千粒重 ２２．５ｇ
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④水管理 中干し・溝切りを徹底する

⑤病害虫防除
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１穂籾数

栽培のポイント目標の収量構成と品質
目標収量 ５７０㎏／10ａ ①育苗

選別網目は１．85㎜を使用する

中干し後は間断かん水により、根の健全化を図る
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出穂前後各３週間・湛水管理間断かん水
保温的水管理～浅水更新水管理

いもち病に弱いので防除を徹底する

混種を防止するため、機械・設備の清掃を丁寧に行う

⑧土づくり 稲わらを秋すき込みする
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～売れる米づくりをめざして！～

農業振興協議会に於いて各地区使用薬剤を選定

②
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